
O
論

説

旅
遊
中
国

植
民
地
台
湾
に
お
け
る

「近
代
観
光
」
の
形
成

曽

山

毅

・
・
…

は
じ
め
に

清
国
統
治
期
の
台
湾
に
は
沿
岸
航
路
や
輿
を
用

い
た
陸
上
交
通
が

存
在
し
、

一
八
九
〇
年
代
に
入
る
と
鉄
道
が
基
隆
-
新
竹
間
で
導
入

さ
れ
た
が
、
欧
米
で
発
達
し
た
鉄
道
輸
送
を
中
核
と
し
た
新
し
い
旅

行

シ
ス
テ

ム
が
本
格
的
に
構
築
さ
れ
、
「化
外

の
地
」
と
呼
ば
れ
た

台
湾
島
が

「近
代
的
な
観
光
空
間
」
に
転
化
す
る
の
は
日
本
統
治
以

降

で
あ

っ
た
。
欧
米
列
強
に
よ
る
植
民
地
獲
得
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

「近
代
」

の
装
置
を
非
欧
米
地
域

に
も
た
ら
し
た
が
、
「近
代
観
光
」

も
そ
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
植
民
地
支
配
下

で
は
、
ま
ず
宗
主
国
側
を

発
地
と
し
植
民
地
側
を
着
地
と
す

る
よ
う
な
観
光

の
形
態
が
生
じ

た
。
ト
ー

マ
ス

・
ク
ッ
ク

(T
h
o
m
as
C
oo
k
)
が
組
織
し
た

エ
ジ
プ

ト
、
中
東
方
面

へ
の
団
体
包
括
旅
行
、
オ
ラ

ン
ダ
植
民
地
下

の
バ
リ

島
を
訪
れ
る
欧
米
人
、
日
本
人
が
戦
前
期
に
行

っ
た
台
湾

・
朝
鮮

・

ム
　
　

満
州
観
光
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。
近
代
観
光

が
受
容
さ
れ
る
よ
う

な
場
所

で
は
す
で
に

「土
着
」

の
旅
行
の
仕
組

み
が
発
達
し
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
そ
こ
へ
鉄
道
や
ホ
テ
ル
の
建

設
、
旅
行
案
内
書

の
発

行
、
旅
行
を
円
滑
に
進
め
る
現
地
政
府

の
諸

施
策
な
ど
が
植
民
地
に

移
植
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
土
地
固
有
の
要

素
を
有
し
た
近
代
観
光

が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

さ
て
本
稿

で
は
、
台
湾
総
督
府
統
計
書
、

当
時

の
鉄
道
統
計
、
旅

行
案
内
書
、
新
聞
記
事
な
ど
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
植
民
地
台
湾
に

お
け
る
近
代
観
光
の
形
成
過
程
を
、
鉄
道
に
よ
る
旅
客
輸
送
、
観
光

地

の
布
置
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
集
客
や
旅
行
者
の
実
態
な
ど
の
視
点

か
ら
検
討
す
る
。
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近
代
観
光
と
鉄
道

「近
代
観
光
」
の
成
立
要
件

の

一
つ
は
、
鉄
道
に
よ
る
大
量
高
速

輸
送
の
確
立
で
あ
る
。
図
1
は
、

一
九
三
二
年
頃

の
台
湾
に
お
け
る

鉄
道
路
線
網
を
示
し
て
い
る
。
台
湾
島

の
東
岸
地
域
は
鉄
道
開
発
が

充
分
に
お
よ
ん
で
い
な
い
が
、
西
岸
地
域
に
は
、
基
隆
か
ら
台
北
、

台
中
、
嘉
義
、
台
南
な
ど
の
西
岸
主
要
都
市
を
経
て
高
雄

へ
至
る
縦

貫
線

に
私
設
鉄
道
や
私
設
軌
道
な
ど
が
支
線
と
し
て
接
続
し
、
稠
密

な
鉄
道
網
が
形
成
さ
れ
て
い
た
様
子
が
見
て
と
れ
る
。

台
湾
総
督
府
は
日
本
統
治
と
と
も
に
鉄
道
、
道
路
、
港
湾
な
ど

の

交
通
基
盤
建
設
を
進
め
た
。
基
隆
と
高
雄
を
鉄
道
で
結
ぶ
縦
貫
線

の

建
設
は
優
先
事
業
と
し
て
統
治
直
後
か
ら
着
手
さ
れ
、

一
九
〇
八
年

に
全
線

の
開
通
を
み
た
。
総
督
府
が
経
営
す
る
官
設
鉄
道
と
は
別

に
、
日
系
製
糖
企
業
は
社
用
貨
物
を
輸
送
す
る
た
め
に
軽
便
鉄
道
を

建
設
し
、
縦
貫
線
や
そ
の
他

の
官
設
鉄
道

に
接
続
す
る
支
線
と
し
て

機
能
し
た
。

こ
れ
ら
の
鉄
道
は
、
宗
主
国
日
本
が
植
民
地
台
湾
を
支

配
す
る
た

め
の
効
率
的
な
輸
送
網
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
植
民
地
鉄

道
の
典
型

で
あ

っ
た
。
台
湾
各
地
で
収
奪
し
た

一
次
産
品
は
、
鉄
道

に
よ

っ
て
基
隆
港
、
高

雄
港
な
ど
に
集
め
ら
れ
日
本
本
土

へ
移
出
さ

れ
た
。
日
本
か
ら
移
入
さ
れ
た
工
業
製
品
は
、
同
様
に
台
湾
各
地

へ

運
送
さ
れ
た
。
本
来
貨
物
輸
送
を
主
体
と
し
た
輸
送
網
が
、
同
時
に

旅
客
輸
送
機
関
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
台
湾
に
お
い
て

近
代
観
光
が
発
達
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

e

植
民
地
台
湾
に
お
け
る
鉄
道
の
伸
長

縦
貫
線
以
降
の
鉄
道
整
備
は
、
台
東
線

(花
蓮
港
-
台
東
間
)、

潮
州
線

(高
雄
ー
渓
州
間
)、
縦
貫
線

の
海
岸
線
部
、
宜
蘭
線

(八

堵
-
蘇
湊
間
)、
地
方
開
発
線
と
し

て
淡
水
線
、
平
渓
線
、
集
集
線

ム　

　

が
、

一
九

一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け

て
整
備
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
総
督
府
鉄
道
部
経
営
の
鉄
道
全
線
を
植
民
地
台
湾
で
は

「台
湾

鉄
道
」
と
総
称
し
て
い
た
。
領
台
直
後

の
鉄
道
管
理
は
、
当
初
は
陸

軍
が
所
管
し
て
い
た
が
、

一
八
九
七
年
に
総
督
府
民
政
局
に
移
管
さ

れ
、

一
八
九
九
年

一
一
月
に
鉄
道
部
が
設
置

さ
れ
た
。

一
九
二
四
年

す
　

一
二
月
か
ら
は
新
設
さ
れ
た
交
通
局
に
鉄
道

部
が
置
か
れ
た
。
台
湾

鉄
道
と
は
別
に
営
林
所
管
轄
の
森
林
鉄
道
と
し
て
、
阿
里
山
鉄
道
、

八
仙
山
線
、
太
平
山
線
が
整
備
さ
れ
、
旅
客

運
輸
も
路
線
の

一
部

で

ム
る
　

行
わ
れ
た
。

利
用
旅
客

・
営
業
キ
ロ
の
推
移
で
あ
る
が
、
清
国
か
ら
基
隆
-
新

竹
間

の
鉄
道
を
引
き
継

い
だ

一
八
九
七
年
に
は
、
官
設
鉄
道
の
営
業

キ

ロ
は
九
七
キ

ロ
、
輸
送
人
員
は
二
六
万
五
千
人
で
あ
っ
た
が
、
縦

貫
線
全
通

の
翌
年

一
九
〇
九
年
に
は
、
営
業

キ

ロ
は
四
三
六

・四
キ

ロ
、
旅
客
数
は
三
〇

一
万
人
に
、
官
設
鉄
道

の
路
線
展
開
が
ほ
ぼ
終

了
す
る

一
九

二
九
年
に
は
、
九
九
八
・
ニ
キ

ロ
、
二
〇
五
八
万
人
に

達
し
た
。

一
九
三
〇
年
代
以
降

に
行
わ
れ
た
鉄
道
建
設
と
し
て
は
、

潮
州
線

の
渓
州
ー
坊
寮
間

の
延
長
と
そ
の
支
線
と
な
る
東
港
線

の
整
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備
が
あ

っ
た
。
官
設
鉄
道

の
総
延
長
が
最
大
と
な
る
の
は

一
九

四

一

年
の

一
〇
六
九
・七
キ

ロ
で
あ
る
。

一
九
三

一
年
に
不
況
下
で

一
六

六
〇
万
四
千
人
に
低
迷
し
た
旅
客
は
、

一
九
三
八
年
に
二
七
三
九
万

七
千
人
、

一
九

四

一
年

に
は
四
七

五
七

万
三
千
人
に
伸
長
し

て

ム
ら
　

い
る
。

基
幹
路
線

で
あ
る
官
設
鉄
道
に
対
し
て
支
線
と
し
て
機
能
し
た
の

が
、
主
に
製
糖
企
業
が
建
設
し
た
軽
便
鉄
道
で
あ
る
。
最
初

の
サ
ト

ウ
キ
ビ
運
搬

の
専
用
列
車
は

一
九
〇
七
年
に
運
行
さ
れ
た
が
、
製
糖

企
業
社
用
線

の

一
部
を
活
用
し
、
運
賃
を
徴
収
し
て
社
外

の

一
般
貨

物
や
旅
客

を
運
ぶ

コ

般
運
輸
営
業
」
が
開
始
さ
れ
た
の
は

一
九
〇

ム
　
　

九
年
で
あ

っ
た
。

一
般
運
輸
営
業
路
線
網
の
展
開
は
当
然
製
糖
産
業

が
集
ま
る
台
湾
中
南
部
に
集
中
し
た
が
、

一
九
二
九
年
を
ピ
ー
ク
と

し
て
バ
ス
と
の
競
合
が
影
響
し
て
次
第
に
減
少
し
て
い
く
。
な
お
、

製
糖
企
業
専
用
線

は
そ
の
後
も
砂
糖

の
増
産
と
と
も
に
新
設
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
製
糖
産
業
資
本
に
よ
る
鉄
道
建
設
が
お
よ
ば
な

い
地

域
や
、
特
に
道
路
が
充
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
山
間
地
域
で
は
手

押
軌
道
が
発
達
し
た
が
、
こ
れ
も
バ
ス
交
通

の
急
速
な
普
及
に
よ

っ

て
、

一
九
三
〇
年
代
に
営
業
キ
ロ
、
旅
客
数

と
も
に
急
激
に
減
少
し

ム
ア
　

て

い

る

。

口

総
督
府
鉄
道
部
の
旅
客
振
興

総
督
府
鉄
道
部
に
よ
る
観
光
客

に
対
す
る
鉄
道
利
用
振
興
策
と
し

て
は
、
内
地
か
ら
の
観
光
客
を
対
象
と

図1台 湾植 民地 鉄道 路線 図(1932年 頃)

出 所:曽 山 毅 『植 民 地 台 湾 と近 代 ツ ー リズ

ム』 青 弓社 、2003年 、64頁 。

し
た
も
の
に

「
鉄
道
省
遊
覧
券
」
制
度

が
あ
り
、
台
湾

在
住
の
観
光
客
を
対
象

と
す
る
制
度
と
し
て
は
、

「交
通
局
台

湾
遊
覧
券
」
、
「
週
末
割
引
乗
車
券
」、

「旅
行
趣
味
普
及
旅
客
誘
致
割
引
」、
臨

時
列
車

の
運
行
な
ど
が
あ

っ
た
。
こ
の

他
に

一
九

一
六
年
に
北
投
駅
か
ら
支
線

を
敷
設
し
新
北

投
駅

を
建
設
し

て
い

る
。

こ
れ
は
北
投
温
泉

に
旅
客
を
輸
送

す
る
た
め
の
専
用
線

で
あ
り
、
わ
ず
か

一
・
ニ
キ

ロ
の
路
線

で
あ
る
が
、
植
民
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地
台
湾

で
は
観
光
客
輸
送
を
主
要
目
的
と
し
て
建
設
さ
れ
た
唯

一
の

路
線
と
な

っ
た
。

一
九
三
五
年

の

「始
政
四
十
周
年
記
念
台
湾
博
覧

会
」
に
際

し
て
は
、
鉄
道
部
は
周
到
な
需
要
予
測
に
も
と
つ
く
旅
客

輸
送
を
行

っ
て
い
る
。

鉄
道
部

は
鉄
道
事
業
以
外

で
は
、
台
北
駅
前
に

「鉄
道
ホ
テ
ル
」

(
一
九
〇

八
年
開
業
)、
台
南
駅
に

「台
南
鉄
道
ホ
テ
ル
」

(
一
九
三

六
年
開
業
)
を
建
設
し
て
い
る
が
、
ホ
テ
ル
事
業

の
ほ
か
に
観
光
事

業
や
観
光
開
発
を
鉄
道
部
が
行
う
こ
と
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
振
興
策
の
中
か
ら
、
次
に
旅
行
趣
味
普
及
旅
客
誘
致
割
引

と
臨
時
列

車
運
行
に
つ
い
て
述

べ
る
。
鉄
道
省
遊
覧
券
と
交
通
局
台

湾
遊
覧
券

に
つ
い
て
は
、
次
章

で
あ
ら
た
め
て
観
光
地
の
問
題
と
の

関
連
で
検

討
す
る
。

ω

旅

行
趣
味
普
及
旅
客
誘
致
割
引

統

一
的

な
旅
客
振
興
制
度
と
し
て
は
、
鉄
道
開
業
時
か
ら
設
け
ら

れ
た
各
種
割
引
制
度
が
あ
っ
た
。
鉄
道
部

の
割
引
制
度
は
、
基
本
的

に
は
鉄
道
省

の
割
引
制
度
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
こ

こ
で
は
観
光

に
よ
る
旅
客
誘
致
と
考
え
ら
れ
る

「旅
行
趣
味
普
及
旅

客
誘
致
」

(以
下
、
「旅
行
趣
味
割
引
」
と
す
る
)
を
目
的
と
し
た
割

引
に

つ
い

て
述
べ
る
。

「旅
行

趣
味
割

引
」

は
制
度
的

に
は

「規
定
」

の
割
引

で
は
な

く
、

「臨

時
」

の
運
賃
割
引
で
あ

っ
た
。
臨
時
と
い
っ
て
も

「校
外

教
育
」

「体
育
大
会
選
手
割
引
」
「博
覧
会
役
員
割
引
」
な
ど
目
的
別

の
区
分
が
あ
り
、
旅
行
趣
味
割
引
は
そ
の
中

の

一
つ
で
あ
る
。

一
九

二
八
年
度

(以
下
年
度
と
あ
る
場
合
、
当
該

年
四
月

一
日
か
ら
翌
年

三
月
三

一
日
ま
で
の
行
政
年
度
を
指
す
)
に
は
、
臨
時
割
引
は
わ
ず

か
三
〇
件

で
、
そ
の
う
ち
旅
行
趣
味
割
引
は

=
二
件
で
あ

っ
た
が
、

一
九
三
三
年
度
に
は
同
二
七
七
件
中

一
五
二
件
、
「始
政
四
十
周
年

記
念
台
湾
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た

一
九
三
五
年
度
に
は
同

=
二
八

四
件
中

一
〇
九
六
件

の
旅
行
趣
味
割
引
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
も
、

旅
行
趣
味
割
引

は
扱

い
件
数
と
し
て
は
最
も
多
く
、

一
九
三
六
年
度

六
七
六
件
中
四
四
三
件
、

一
九
三
八
年
度
八

四
三
件
中
六
三
三
件
で

ム
　
　

あ

っ
た
。

旅
行
趣
味
割
引
の
具
体
例
を
挙
げ
る
。

一
九
二
二
年

一
〇
月
に
は

台
湾
神
社
大
祭

に
際
し
、
臨
時
列
車

の
運
行
と
と
も
に
、
北
門
、
台

北
か
ら
円
山
、
宮

の
下
行
き
三
等
二
割
引
き

の
往
復
乗
車
券
が
発
売

ム
　
　

さ
れ
て
い
る
。
翌

一
九
二
三
年

一
〇
月
に
は
、
台
湾
神
社
大
祭
と
鉄

道
対
済
美
団

の
野
球
試
合
観
戦
客
の
た
め
に
、
台
北
-
円
山
間
に
往

ム
リ
　

復
八
銭

の
特
別
乗
車
券
が
売
り
出
さ
れ
た
。

台
北
の
城
陛
祭
に
際
し

て
も
臨
時
列
車
、
割
引
な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、

一
九
三

一
年

の
例

で
は
、
台
中
以
北
、
万
華
以
南

の

一
〇
人
以
上
の
団
体
は
七
月

一
日

ム
ロ
　

か
ら
五
日
ま
で
、

二
割
か
ら
三
・五
割

の
割
引
が
適
用
さ
れ
た
。
「東

洋
協
会
主
催
台
湾
及
南
支
視
察
団
割
引
」
(
一
九

二
八
年
)
、
「台
湾

八
景
探
勝
団
」

(
一
九

二
九
年
)、

「台
湾

一
周
遊
覧
団
体
運

賃
割

引
」

(
一
九
三
〇
年
)、

「フ
ラ
ン
コ
ニ
ア
号
世

界
観
光
団

に
対
す
る

ムロ
　

旅
客
運
賃
割
引
」

(
一
九
三

一
年
)
な
ど
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
旅

行
趣
味
割
引

の
他

に
、

一
九
三
七
年

一
二
月

に
は
、
「週
末
割
引
乗
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車
券
」
が
発
売
さ
れ
、
同
年
九

月
に
台
湾
神
社
お
よ
び

一
九
三
八
年

一
月
に
台
南
神
社
参
拝
団
体
に
対
す
る
特
別
割
引
が
そ
れ
ぞ
れ
制
定

ムロ
　

さ
れ
て

い
る
。

②

臨
時
列
車
の
運
行

鉄
道
部

は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
際
し
て
、

臨
時
列

車

の
運
行

に
よ

っ
て
、
旅
客
需
要
の
増
大

に
対
応
し
て

い

る
。
旅
客
輸
送
を
目
的
と
し
た
臨
時
列
車
は

一
九
二
四
年
度
に
台
湾

鉄
道
全
体

で

一
四
八
本
運
行
さ
れ
、
路
線

の
内
訳
で
多
か
っ
た
の
は

淡
水
線

の
六
八
本
、
縦
貫
線

の
五
八
本
で
あ
っ
た
。

一
九
三
二
年
度

は
全
線

で
六

一
四
本
、
縦
貫
線
が
二
八
六
本
、
淡
水
線
が
二

一
〇
本

ム　
　

を
占
め
た
。
淡
水
線

は
台
北
近
郊
線
あ
る
い
は
行
楽
線
と
し
て
、
路

線
長
当
た
り
の
利
用
者
は
官
設
鉄
道
の
中
で
最
も
多
い
鉄
道

で
あ

っ

た
。
臨
時
列
車
に
対
す
る
需
要
が
あ
り
、
臨
時
列
車
の
企
画
が
生
じ

や
す
い
路
線
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

臨
時
列
車
の
運
行
が
多

い
時
期
は
正
月
、
旧
正
月
で
あ

っ
た
。

一

九
二

一
年

の
旧
正
月
に
は
、
北
港

・
朝
天
宮
参
拝
団
体
を
対
象
に
台

バほ
　

北
-
嘉
義
間
往
復
の
臨
時
列
車
を
運
転
し
て
い
る
。

一
九
三
三
年
正

月
に
は
、
台
北
-
宮
下
間
に

一
二
月
三

一
日
夜
か
ら

一
月

一
日
早
朝

に
か
け
初
詣
列
車
を
三
往
復
、
三
が
日
に
は
台
北
-
円
山
間
に
野
球

観
戦
客

や
そ
の
他
の
行
楽
客

の
た
め
に
各
日
六
往
復
の
臨
時
列
車
を

ハ
　
　

運
行
し
て
い
る
。
日
本
海
軍
は
た
び
た
び
基
隆
、
高
雄
、
馬
公
な
ど

に
寄
港
し
た
が
、

こ
れ
は

一
種
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
見
物
客
を
集
め

た
。

一
九
三
三
年
七
月
に
第

一
艦
隊
が
基
隆
港
に
三
日
間
入
港
し
た

際
に
は
、
鉄
道
部
が
計
画
し
た
臨
時
列
車

に
二
万
四
五
〇
六
人
が
申

ム
ロ

　

し
込
ん
だ
。

③

観
光
振
興
と
行
政
機
関

鉄
道
部
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
、
イ

ベ
ン
ト

に
際
し
て
、
臨
時
列
車

や
割
引
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
観
光
客
に
対
す
る
鉄
道
利
用

の
便
宜
を
図
り
、
鉄
道
利
用
の
増
大
を
促
そ

う
と
し
た
。
臨
時
列
車

や
運
賃
割
引
の
利
用
状
況
に
関
し
て
は
不
明

な
点
は
多
く
、
断
片
的

な
事
実
か
ら
の
推
測
で
は
あ
る
が
、

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代

に
か
け
て
、
鉄
道
利
用
と
観
光
の
普
及
が
相
乗
効
果
を
生
み
な
が
ら

進
ん
だ
と
い
え
よ
う
。

旅
行
趣
味
割
引
の
扱

い
件
数
の
著
し
い
増

大
な
ど
に
表
れ
て
い
る

よ
う
に
、
各
種
の
振
興
制
度
が
充
実
し
観
光
振
興
が
本
格
化
す
る
の

は
、

一
九
三
〇
年
代
後
半
で
あ

っ
た
。
観
光

担
当
の
部
署
が
行
政
組

織

の
中
に
設
け
ら
れ
る
の
も
、

一
九
三
〇
年

代
に
入

っ
て
か
ら
で
あ

り
、
ま
ず
内
地
に
お
い
て
で
あ

っ
た
。

一
九
三
〇
年
に
東
京

の
鉄
道

省
に
国
際
観
光
局
が
設
置
さ
れ
る
と
、
日
本
全
国
で

「観
光
」
を
組

織
名

に
含
む
団
体
が
あ
い
つ
い
で
設
立
さ
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
。
台

湾
総
督
府
に
お
い
て
も

一
九
三

一
年

一
二
月
部
局
長
会
議
に
よ

っ

て
、
観
光
事
業
全
般
を
交
通
局
鉄
道
部
が
主
管
す
る
こ
と
が
正
式
決

定
さ
れ
、
そ
の
事
務
は
運
輸
課
が
当
た
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
九
三

七
年
に
は
運
輸
課
に
観
光
係
が
設
置
さ
れ
、
宣
伝

・
旅
行
啓
蒙
活
動

に
当
た
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
九
三
七
年
に
は
、
台
湾
と
台
北
市
周

辺
の
観
光
案
内

・
斡
旋
を
目
的
と
し
て
台
北
市
に
観
光
係
が
設
け
ら
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れ

、
(一)

ム
ほ
　

台
北
駅
前
に
観
光
案
内
所
が
設
置
さ
れ
た
。

二

台
湾
遊
覧
券
と
観
光
地

ジ

ャ
パ

ン

・
ツ
ー
リ

ス
ト

・
ビ

ュ
ー
ロ
ー
と

鉄
道
省
遊
覧
券

鉄
道
省
は

一
九

二
五
年

一
〇
月
か
ら

「鉄
道
省
遊
覧
券
」
を
設
定

し
、
ジ

ャ
パ
ン

・
ツ
ー
リ
ス
ト

・
ビ
ュ
ー

ロ
ー

(邦
文
表
記
は

「日

本
旅
行

協
会
」
。
以
下
、

ビ

ュ
ー

ロ
ー
)
を
通

じ
て
そ
の
販
売
を

行

っ
た
。
ビ

ュ
ー

ロ
ー
は

一
九

一
二
年
に
外
客
の
案
内
斡
旋
機
関
と

し
て
東
京
に
設
立
さ
れ
た
が
、
台
湾
総
督
府
鉄
道
部
は
会
員
と
し
て

事
業
基
金
を
拠
出
し
、
同
年

に
台
北
駅
前

の
鉄
道
ホ
テ
ル
内
に
台
北

支
部
を
開
設
し
て
い
る
。
当
初

は
、
基
隆
に
寄
港
す
る
外
客

の
島
内

旅
行
案

内
と
斡
旋
な
ど
が
主
要
な
業
務
で
あ

っ
た
が
、
内
地
か
ら
の

来
訪
客

の
増
加

に
と
も
な
い
日
本
人
向
け
の
案
内
斡
旋
も
行
う
よ
う

ム
　
　

に
な

っ
た
。
鉄
道
省
遊
覧
券

は
当
初
、
内
地
が
対
象

で
あ

っ
た
が
、

一
九
三

一
年
六
月
に
は
適
用
地
域
を
台
湾
に
拡
大
し
た
。

一
九
三
四

年
四
月
か
ら
は
遊
覧
区
域
制

は
廃
止
さ
れ
、
約
三
〇
〇
か
所

の

「宿

泊
指
定

遊
覧
地
」
か
ら
二
か
所
以
上
を
選
択
し
て
旅
程
を
組
む
こ
と

　ね
　

が
発
券

条
件
と
な
り
、
遊
覧
券
の
自
由
度
が
大
き
く
広
が

っ
た
。

台
湾

で
は

「宿
泊
指
定
遊
覧
地
」
は
、
台
北
、
北
投
温
泉
、
淡

水
、
角
板

山
、
台
中
、
日
月
潭
、
哺
里
、
嘉
義
、
阿
里
山
、
台
南
、

高
雄
、
四
重
渓
、
鷲
攣
鼻
、
草
山
、
礁
渓
、
宜
蘭
、
蘇
湊

の

一
七
か

所
が
設
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
台
湾
鉄
道

沿
線
に
所
在
し
な

い
角

板
山
、
日
月
潭
、
哺
里
、
阿
里
山
、
四
重
渓

、
驚
登
鼻
、
草
山

の
七

か
所
か
ら
二
か
所
以
上
を
目
的
地
と
し
て
選
択
し
て
ル
ー
ト
を
組
む

ハれ
　

こ
と
が
発
券
の
条
件
で
あ

っ
た
。
台
湾
鉄
道

で
は
到
達

で
き
な

い
場

所
を
指
定
す
る
こ
と
で
、
私
鉄
、

バ
ス
、
手
押
軌
道
、
森
林
鉄
道

の

利
用
促
進
が
意
図
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
選
択

地
は
若
干
変
更
さ
れ
、

淡
水
、
哺
里
、
四
重
渓
、
礁
渓
に
か
わ

っ
て
、
屏
東
、
烏
山
頭
、
タ

ロ
コ
峡
が
加
わ
り
、
台
北
、
北
投
温
泉
、
草

山
は

「台
北
附
近

(北

投

・
草

山
温
泉
)
」
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
交

通
機
関

の
利

用
に
当

た

っ
て
は
、
各
種
鉄
道
、
バ
ス
、
航
路
を
対
象

に

一
、
二
割

の
割
引

が
適
用
さ
れ
、
利
用
期
間
は
内
地
、
樺
太
が

一
か
月
で
あ

っ
た
の
に

ムお
　

対
し
、
台
湾

の
場
合
二
か
月
で
あ

っ
た
。

台
湾
側
で
は
そ
の
取
り
扱

い
の
た
め
に
、

一
九
三
四
年

一
二
月
、

台
北
駅
派
出
鉄
道
案
内
所
が
台
北
市
内
栄

町
菊
元
商
行
内

に
設
置

　お
　

さ
れ
、

一
九
三
五
年

一
二
月
に
、
台
南
駅
派
出
鉄
道
案
内
所
が
台
南

　
ふ
　

市
内
林
百
貨
店
内

に
開
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
三
七
年
に
は
基

隆
、
新
竹
、
彰
化
、
嘉
義
、
高
雄
、
宜
蘭

、
台
中
、
屏
東
、
花
蓮

港
、
玉
里
、
台
東

の

一
一
か
所
に
嘱
託
案
内

所
が
設
置
さ
れ
、

一
九

三
八
年

=

月
に
は
高
雄
駅
派
出
鉄
道
案
内

所
が
高
雄
市
内
に
開
設

ムお
　

さ
れ
た
。

台
湾
が
鉄
道
省
遊
覧
券
の
適
用
地
域
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
宗
主
国

日
本
か
ら
外
地
に
向
か

っ
て
、
内
地
延
長
的

な
旅
行
空
間
が
存
在
し
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た
こ
と
を
意
味
す
る
。
内
地

の
日
本
人
が
周
遊
す
る
こ
と
を
前
提
に

台
北
、
台
中
、
高
雄
な
ど
の
主

要
都
市
、
北
投
、
草
山
、
四
重
渓
、

礁
渓
な

ど
の
温
泉
地
、

そ
の
他
景
勝
地

が
選
ば
れ
、
指
定
さ
れ
た

ク
ー
ポ

ン
旅
館

に
鉄
道
省
遊
覧
券

で
泊
ま
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。口

台
湾
総
督
府
交
通
局
の
台
湾
遊
覧
券

鉄
道
省
遊
覧
券
は
台
湾
に
お

い
て
、
内
地
延
長
的
な
観
光
空
間
を

内
地
か
ら

の
旅
行
者

に
提
供

す
る
仕
組

み
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
対

し
、
台
湾
総
督
府
の
台
湾
在
住
者
を
対
象
に
し
た
観
光
振
興
政
策
が

「交
通
局
台
湾
遊
覧
券
」
で
あ

っ
た
。

台
湾
在
住
者
に
と
っ
て
鉄
道
省
遊
覧
券
の
利
用
は
内
地
観
光
に
限

ら
れ
て
お
り
、
台
湾
在
住
者
が
台
湾
島
内
を
発
地
と
し
て
、
自

ら
台

湾
観
光
を
行
う
た
め
の
遊
覧
券
制
度

は
な
か

っ
た
。
総
督
府
交
通
局

が
独
自
に
台
湾
遊
覧
券
を
発
売
し
た
の
は

一
九
三
七
年
二
月
で
あ

っ

た
。
そ
の
目
的
は
、

「島
内
観
光
地
を
紹
介

し
、
観
光
旅
客

の
誘
出

な
ら
び

に
そ
の
利
便
を
図
る
」

こ
と
と
さ
れ
、
販
売
は
ビ

ュ
ー
ロ
ー

ム
め
　

に
委
託
さ
れ
た
。
交
通
局
の
台
湾
遊
覧
券
は
基
本
的
に
は
、
鉄
道
省

図2台 湾遊覧券指定遊覧地

注:丸 数字 は鉄道省遊覧券指定地。 アル ファベ ット

は台湾鉄道局指定地。*は 両指定地を示す。

出所:前 掲 『植民地台湾 と近代 ツー リズム』208頁 。
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遊
覧
券
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
台
湾
在
住
者
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
デ

ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
券

の
条
件
は
、
ビ

ュ
ー
ロ
ー
所
在
地

の
駅
を
発
ち
同

一
市
内

の
駅
に
も
ど
る
こ
と
と
、
指
定
さ
れ
た
遊
覧

地
に
よ

っ
て
ル
ー
ト
を
構
成
す
る
こ
と
で
、
各
種
交
通
機
関
を
割
引

ム
リ
　

運
賃
で
利
用
で
き
た
。
利
用
期
間
は

一
か
月
で
あ

っ
た
。

指
定

さ
れ
た
遊
覧
地
は
二
七
か
所

で
、
タ
ロ
コ
、
太
平
山
、
角
板

山
、
八
仙
山

(明
治
温
泉
)、
日
月
潭
、
霧
社
、
阿
里
山
、
驚
攣
鼻

(四
重
渓
温
泉
)、
紅
頭
喚

(火
焼
島
)
か
ら

一
か
所
、
あ
る
い
は
金

瓜
石
、
基
隆
市
内
、
台
北
付
近

(市
内
、
北
投
温
泉
、
草
山
温
泉
)
、

淡
水
、
新
店

(烏
来
社

)、
獅
頭
山
、
錦
水
、
台
中
市
内
、
嘉
義
付

近

(市

内
、
呉
鳳
廟
)、
北
港
、
関
子
嶺
温
泉
、
烏
山
頭
、
台
南
市

内
、
大
歯
山
、
高
雄
市
内
、
サ

ン
テ
ィ
モ
ン
社
、
ボ
ン
ガ
リ
社
、
膨

ム
　
　

湖
島
か

ら
二
か
所
を
選
択
す
る
。
台
湾
遊
覧
券

に
独
自

の
指
定
地

は
、
基

隆
市
内
、
新
店

(烏
来
社
)
、
金
瓜
石
、
霧
社
、
北
港
、
関

子
嶺
温
泉
な
ど

一
五
か
所
で
あ
る
。
交
通
局
の
台
湾
遊
覧
券
は
鉄
道

省
遊
覧
券

の
指
定
地

に
比
べ
て
、
知
名
度
や
誘
致
力

の
点

で
ロ
ー
カ

ル
な
場
所
が
選
ば
れ
て
お
り
、
域
内
発

の
遊
覧
券

で
あ
る
特
性
が
表

れ
て
い
る
。
指
定
地

に
は
先
住
民

の
生
活
文
化
が
観
光
の
対
象
と
な

る
場
所

が
比
較
的
多
く
、
石
油
採
掘
地

で
あ
る
錦
水
や
金
鉱
山
の
あ

る
金
瓜
石
な
ど
産
業
観
光
地
、
島
喚
観
光
地
な
ど
多
様
な
観
光
地
か

ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
朝
天
宮

(嬌
祖
廟
)
の
所
在
地
と
し
て

「台

湾
人
」

(本
稿

で
は
漢
族
系
住
民
を
指
す
)
に
人
気

の
あ

っ
た
北
港

も
指
定

さ
れ
て
お
り
、
台
湾
人
の
好
み
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

鉄
道
省
と
総
督
府
交
通
局
の
遊
覧
券
に
指
定
さ
れ
た
観
光
地
を
概

観
す
る
と
、
都
市
、
山
岳
景
観
、
海
浜
景
観
、
温
泉
、
森
林
鉄
道
、

先
住
民
文
化
、
宗
教
な
ど
の
資
源
特
性
が
組

み
あ
わ
さ
れ
た
多
様
な

観
光
地
が
台
湾
島
内
外
に
形
成
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
そ
の

後
、
遊
覧
券
は
戦
時
を
意
識
し
て
、

一
九
三
九
年

一
〇
月
に
は

「観

光
券
」
と
名
称
を
変
更
し
、
翌

一
九
四
〇

年

一
二
月
に
は
さ
ら
に

ム
お
　

「旅
行
券
」
と
名
前
を
変
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。

日

宿
泊
施
設
の
集
積
か
ら
み
た
指
定
遊
覧
地
の
誘
致
力

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の

「指
定
遊
覧
地
」

が
実
際
に
ど
の
程
度

の

人
び
と
を
誘
致
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
観
光
地
を
分
析
す
る
際
に
最

も
重
要
な
基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
の
は
入
込
統
計

で
あ
る
が
、
植
民
地

台
湾
を
含
め
戦
前
の
日
本

で
は
、
各
地
の
行
政
機
関
や
観
光
組
織
が

統

一
基
準
に
よ

っ
て
入
込
統
計
を
と
る
こ
と

は
な
か

っ
た
。
観
光
地

の
入
込
は
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
あ

っ
た
が
、
指
定
遊
覧

地
の
入
込
は
正
確
に
は
把
握

で
き
ず
、
各
地

の
比
較
も
当
然
困
難
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
指
定
遊
覧
地
付
近

の
宿
泊
施
設
軒
数
を
調
べ
る
こ

と
で
、
宿
泊
を
行
う
観
光
客

に
対
す
る
誘
致
力
を
量
り
、
潜
在
的
な

入
込
を
類
推
す
る
。
資
料
と
し
て

『台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
』
昭
和

一

ム　
　

七
年
度
版
を
用

い
る
。

鉄
道
省
と
総
督
府
鉄
道
部

の
遊
覧
券
に

一
度
で
も
指
定
さ
れ
た
指

定
遊
覧
地
は
三
四
か
所
で
、
そ
の
中
で
宿
泊
施
設
が

一
軒
以
上
確
認

で
き
る
指
定
遊
覧
地
は
二
五
か
所
、
宿
泊
施

設
が
全
く
な
か

っ
た
場
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「指定遊覧地」の宿泊容量表1

都 市

台北 台南 台中 基隆 高雄 嘉義 屏東 宜蘭 蘇填 哺里 淡水

施設数

部屋数

32

808

23

不明

22

461

21

290

16

274

12

318

7

163

7

82

4

26

2

34

2

22

温泉地

北投 ・草山 四重渓 関子嶺 礁渓

施設数

部屋数

35

425

5

40以 上

5

63

4

50

山岳地

大陶山 阿里山 日月潭 タロコ峡谷 角板山

施設数

部屋数

5

不明

2

28

1

14

1

9

1

3

その他

膨湖 金爪石 北港 新店 霧社

施設数

部屋数

3

22

2

28

1

6

1

2

i

10

出所:台 湾総督府鉄道部 『台湾鉄道旅行案内』昭和17年 版 よ り作成。

所
は
九
か
所
で
あ
っ
た
。
二
五
か
所
の
指
定

遊
覧
地
を
そ
の
立
地
な

ど
か
ら
①
都
市
、
②
温
泉
地
、
③
山
岳
地
、
④
そ
の
他
に
区
分
し
宿

泊
施
設
の
多
い
順
に
整
理
し
た

の
が
表
1
で
あ
る
。
宿
泊
施
設
の
集

積
が
顕
著
な
指
定
遊
覧
地
は
や
は
り
都
市

で
あ

っ
た
。
次
に
温
泉
地

に
比
較
的
多
く
の
宿
泊
施
設
の
集
積
が
見
ら
れ
る
。
温
泉

は
清
国
統

治
期

に
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
ず
、
日
本
統

治
期
を
通
じ
て
約
七
〇

ム
ね
　

か
所

の
温
泉
が
発
見
さ
れ
た
が
、
開
発
に
よ

っ
て
観
光
客

の
利
用
に

供
さ
れ
た
温
泉
地
は
そ
の
中
で
二
十
数
か
所
程
度
で
あ
っ
た
。
北
投

温
泉
は
台
北
郊
外
に
開
発
さ
れ
た
台
湾
最
大

の
温
泉
地

で
、
日
本

の

温
泉
遊
興
文
化

が
移
植

さ
れ
た

一
種

の
日
本

の
文
化
租
界
で
あ

っ

た
。
北
投
同
様

に
台
北

の
奥
座
敷
型
温
泉
地

で
あ

っ
た
草
山
温
泉
に

は
七
軒
ほ
ど
の
施
設
が
あ

っ
た
が
、
北
投
温
泉
に
比

べ
る
と
遊
興
の

要
素
は
弱
か

っ
た
。

「山
岳
地
」、

「そ
の
他
」

で
は
大
半
が

一
、
二
軒

の
宿
泊
施
設
が
あ
る
だ
け
で
、

こ
れ
ら

の
指

定
遊
覧
地
が
年
間
に
宿

泊
を
と
も
な
う
観
光
客
を

一
万
人
以
上
集
め

る
こ
と
は
難
し
か

っ
た

　お
　

だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
北
港
の
場
合
、
宿
泊
施
設
は
台
湾
人
の
経
営
に

よ
る

「北
港
館
」
と

い
う
小
規
模
な
施
設
が

一
軒
存
在
す
る
だ
け
で

あ
る
が
、
実
際
に
は
朝
天
宮
の
婿
祖
廟
を
目
指
し
て
北
港
に
は
毎
年

全
島
か
ら
台
湾
人
観
光
客
が
大
量

に
来
訪
し

て
い
る
。
例
え
ば

一
九

三
〇
年
代
後
半
に
は
二
月
か
ら
四
月
に
か
け

て
の
ピ
ー
ク
期
に
三
か

月
で

「台
湾
旅
行
ク
ラ
ブ
」
主
催
だ
け
で
二
万
五
二
四
四
人
を
誘
致

ムれ
　

し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
は
、
第

一
に
日
帰
り
客
が
相
当
数
い
た
と
考
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え
ら
れ

る
。
第
二
に
北
港

に
は
泊
ま
ら
ず
嘉
義
に
宿
泊
し
た
可
能
性

も
あ
る
。
第
三
に
夜
行
列
車
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
現
地
で

宿
泊
す

る
こ
と
な
く
遠
隔
地
か
ら
来
訪

で
き
た
。
第
四
に
台
湾
人

の

習
慣
と

し
て
親
戚
や
知
人
宅
が
あ
る
場
合
そ
こ
に
泊
ま
る
こ
と
も
多

い
。
あ

く
ま
で
推
測
で
あ
る
が
、
北
港
を
は
じ
め
と
し
た
宿
泊
収
容

力
が
小

さ
い
観
光
地
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
四
つ
の
形
態
を
通
じ
て

観
光
客

を
誘
引
し
え
た

こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。

四

植
民
地
台
湾
に
お
け
る
観
光
地
の
特
性

既
述

の
よ
う
に
、
都
市
や
温
泉
地
は
宿
泊
を
と
も
な
う
観
光
客
を

相
当
数
誘
致

で
き
た
し
、
宿
泊
施
設
が
集
積
し
て
い
な
い
場
所
に
も

観
光
客

を
誘
致

で
き
た
可
能
性
は
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
多
く

の
観
光

地
で
宿
泊
施
設

の
集
積
が
そ
れ
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、

少
な
く
と
も
景
勝
観
光
地

の
場
合
、
観
光
客
を
大
量
に
は
誘
致

で
き

な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方

で
、
「始
政
四
十
周
年
記
念

台
湾
博

覧
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
大
量
の
観
光
客
を
動
員
し
た
こ

と
や
、

日
本
海
軍
の
艦
隊
寄
港
が
三
日
間
に
数
万
人
を
基
隆
に
集
め

た
こ
と
は
、
博
覧
会
や
艦
隊
寄
港
と

一
体
に
な

っ
た
台
北
と
基
隆
と

い
う
都
市

の
誘
致
力
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

観
光

地
全
般
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
観
光
地
と
鉄
道
と
の
係
わ
り

に
も
、
植

民
地
台
湾

の
限
界
が
認
め
ら
れ
る
。
内
地

で
は

一
八
八
〇

年
代
中
頃

か
ら
九
〇
年
代
末

に
か
け
て
幹
線
鉄
道
網

の
建
設
に
重
き

が
置
か

れ
て
い
た
が
、

一
方
で
著
名
な
社
寺
や
温
泉

の
存
在
が
鉄
道

ル
ー
ト
の
選
定
に
影
響
し
た
例
も
多
く
、
私
鉄
に
は
は
じ
め
か
ら
観

光
地

へ
の
旅
客
輸
送
を
目
的
と
し
て
建
設

さ
れ
た
も
の
も
多
か

っ

た
。

一
九
〇
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
私
鉄
企
業
の
な
か
に
は
既
存

の

観
光
地
と
市
場
を
結
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
に
大
衆
を
誘
致
で
き

る
観
光
地
と
し
て
海
水
浴
場
や
遊
園
地
を
開

発
す
る
動
き
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
広
域
観
光
地

域
の
形
成
に
も
鉄
道
は

ハ
あ
　

係
わ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
内
地
の
動
き
と
比

べ
る
と
、
台
湾

で
は
植
民
地
鉄
道

の

特
殊
性
に
起
因
す
る
あ
る
種
の
後
進
性
が
認

め
ら
れ
る
。
私
設
鉄
道

の
建
設
は
製
糖
企
業
を
中
心
に
展
開
さ
れ
、
有
望
な
路
線

の
敷
設
は

製
糖
企
業
が
先
行
し
た
の
で
、
内
地

の
よ
う
に
専
業
と
し
て
私
鉄
が

旺
盛
な
開
発
を
行
う
余
地
は
な
か
っ
た
。
私
鉄
や
手
押
軌
道

の
な
か

に
は
、
観
光
地
に
旅
客
を
輸
送
す
る
重
要
な
交
通
手
段
で
あ

っ
た
路

線
は
少
な
く
な
か

っ
た
が
、
観
光
を
前
提
と

し
た
鉄
道
建
設
は
淡
水

線

の
支
線
を
除

い
て
、
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
台

湾

で
は
観
光
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的

の
鉄
道
利
用
が
内
地

に
比

べ
少
な
い
こ
と
は
、
鉄
道
部
関
係
者
に
よ

っ
て
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

「始
政
四
十
周
年
記
念
台
湾
博
覧
会
」

旅
客
調
査
に
み
る
旅
行
の
実
態

と

本
章

で
は
、
都
市
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
が
大
量
の
観
光
客
を
鉄
道
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輸
送

に
よ

っ
て
誘
致
し
た
点
で
、
景
勝
地
を
巡
る
観
光
と
は
異
な
る

諸
相
を

み
せ
た

「始
政

四
十
周
年
記
念
台
湾
博
覧
会
」

(以
下
、
台

湾
博
覧
会

)
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
総
督
府
鉄
道
部
の
旅

客
調
査

に
基
づ

い
て
植
民
地
台
湾
を
鉄
道
で
旅
行
し
た
人
び
と
を
描

出
す
る
。

e

台
湾
博
覧
会
と
鉄
道
部
の
対
応

「台
湾

博
覧
会
」
は
、

一
九
三
五
年

一
〇
月

一
〇
日
か
ら

=

月

二
八
日
ま
で
の
五
〇
日
間
に
、
台
北
市
を
中
心
と
し
た
会
場
で
開
催

ハ
お
　

さ
れ
、

延
べ
二
七
五
万
八
千
人

の
入
場
者
を
集
め
た
。
日
本

の
台
湾

統
治
四
十
周
年
を
記
念
し
、
台
湾
統
治
の
成
果
を
日
本

・
総
督
府
の

　め
　

立
場
か
ら
演
出
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
当
時
台
湾
の
人
口
は
約
五
三

〇
万
人

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
複
数
会
場
に
わ
た
る
延
べ
人
数

と
は
い
え
二
七
六
万
人
と
い
う
数
字
は
、
台
湾
博
覧
会
が
植
民
地
台

湾

で
巨
大
な
誘
致
力
を
発
揮
し
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
来
訪
者

の
大
半

は
台
湾
人
と
考
え
ら
れ
、
台
北
周
辺

の
み
な
ら
ず
経
済
的
に

好
況
を
呈
し
て
い
た
農
村
地
帯
か
ら
も
多
く

の
来
訪
者
が
あ

っ
た
こ

と
は
、

植
民
地
台
湾
に
お
け
る
観
光

の
広
範
な
普
及
を
印
象
づ
け

る
。鉄

道
部
は
、
台
湾
博
覧
会
開
催
に
よ

っ
て
新
た
に
発
生
す
る
旅
客

は
往
路
復
路

の
合
計
で
九
〇
万
人
と
見
積
り
、
時
期

・
区
間
別
の
需

ムガ
　

要
を
割

り
出
し
、
鉄
道
輸
送
計
画
や
運
賃
割
引
を
立
案
し
た
。
縦
貫

線
と
宜
蘭
線

の

一
部
に

一
九
三
四
本

の
臨
時
列
車
を
運
転
し
、
定
期

列
車
に
は
客
車
を
増
結
し
て
旅
客
の
増
大
に
対
応
し
た
。
九
〇
万
人

と
予
測
さ
れ
た
輸
送
人
員
に
大
き
な
狂

い
は
な
く
、
会
期
中
の
台
北

市
内
駅
の
博
覧
会
関
係
乗
降
客
は

一
〇
九

万
九
千
人
と
集
計

さ
れ

た
。
こ
の
数
字

の
二
分

の

一
に
当
た
る
約
五
五
万
人
が
、
鉄
道
を
利

用
し
て
博
覧
会
を
訪
れ
た
人
数
と

い
う
こ
と

に
な
る
。
台
湾
鉄
道
全

線
を

一
〇
月
、

=

月

に
利
用
し
た
人
数
は
、
前
年
同
期
の
比
較
で

は

一
二
一二
万
三
千
人

の
増
加
で
、
台
北
市
内
駅

の
博
覧
会
関
係
乗
降

客

一
〇
九
万
九
千
人
と
比
較
す
る
と

一
三
万

四
千
人
程
度
の
差
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
地
方
会
場
を
参
観
し
た
旅
客

な
ど
も
あ
る
の
で
、
両

ム
あ
　

者

の
数
字
は
ほ
ぼ

一
致
し
て
い
る
と
い
え
る
。

鉄
道
部

の
予
想
通
り
、

一
〇
月
二
〇
日
頃

か
ら
鉄
道
利
用
者

は
増

大
し
、
準
備
し
た
輸
送
体
制
で
対
応
し
た
が
、
各
臨
時
列
車
、
普
通

列
車
と
も
に
満
員
と
な

っ
た
。
と
く
に
夜
行
列
車

に
人
気
が
あ
り
、

上
り
夜
行
列
車
は
高
雄
、
台
南
で
す
で
に
満

員
と
な
り
、
嘉
義
以
北

で
は
乗
車
で
き
な
か

っ
た
。
下
り
夜
行
列
車

で
は
台
北
で
旅
客
を
収

容
で
き
な
く
な

っ
た
と

い
う
。
そ
こ
で
、

一
〇
月
二
六
日
よ
り
台
北

-
高
雄
間

に
上
下
各

一
本

の
臨
時
夜
行
列
車
を
運
行
す
る
こ
と
に

な

っ
た
。

=

月
下
旬
に
な
る
と
旅
客
も
よ
う
や
く
減
り
は
じ
め
、

　
　
　

運
転
を
休
止
す
る
臨
時
列
車
も
あ

っ
た
。

口

台
湾
博
覧
会
が
誘
致
し
た
旅
客

一
〇
月
、

一
一
月
の
台
北
駅
乗
降
客

の
前

年
同
期
と
の
比
較
を
発

駅
お
よ
び
沿
線
別

に
み
る
と
、
台
湾
各
地
か
ら
鉄
道
を
利
用
し
て
博
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覧
会

を
訪
れ
た
人
び
と
の
流
れ
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
台
北

近
郊

で
は
、
基
隆
駅
の
台
北
行
き
乗
降
客

は
前
年
同
期
に
比

べ
三
・

○
倍
、

二
四
万
六
六
〇
〇
人

の
増
加
を
み
た
。
縦
貫
線
八
堵
ー
松
山

間
各

駅
計

で
は

一
・七
倍

で
五
万
二
〇
〇
人
、
縦
貫
線
江
子
翠
-
桃

園
間
各

駅
計
で
は
二
・
二
倍
で

一
九
万
八
〇
〇
人
、
淡
水
線

は

一
・七

倍

で

一
二
万
七
五
〇
〇
人

の
増
加
と
な

っ
て
お
り
、
博
覧
会
旅
客
の

新
た
な
発
生
で
は
台
北
近
郊
が
大
き
な
数
字
を
あ
げ
て
い
る
。

新
竹

以
南

の
縦
貫
線

お
よ
び
海
岸
線
主
要
駅

で
は
、
新
竹
駅
が

三
・八
倍

、
四
万

一
九
〇
〇
人

の
増
加
、
台
中
駅
は
四
・八
倍

で
三
万

五
八
〇

〇
人

の
増
加
、
嘉
義
駅
は
六
・七
倍
、
二
万
六
三
〇
〇
人
の

増
加
、

台
南
駅
は
六
・
四
倍
、
二
万

一
九
〇
〇
人
の
増
加
、
高
雄
駅

は
六

・
四
倍
、
二
万
人
の
増
加

で
あ

っ
た
。
そ
の
ほ
か

の
縦
貫
線
主

要
区
間

で
は
、
花
壇
-

民
雄
間
各
駅
が

一
七

・
一
倍
、
五
万
七
三
〇

〇
人
増
、
縦
貫
線
水
上
ー
永
康
間
各
駅
が
二
三
・五
倍
、

二
万
四
九

〇
〇
人
増
、
台
中
を
の
ぞ
く
海
岸
線
六

・四
倍
、

二
万
八
二
〇
〇
人

増
と
な

っ
て
い
る
。
新
竹
以
南
の
縦
貫
線
沿
線
か
ら
も
多
く
の
参
観

者
が
訪

れ
て
お
り
、
台
北
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
前
年
比
は
高
く
な

っ
て

(
40
V

い
る
。

総
督
府

、
博
覧
会
関
係
者
、
島
内
観
光
地
な
ど
は
、
内
地
お
よ
び

中
国
大

陸
方
面
か
ら
博
覧
会
参
観
者
が
多
数
訪
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
。
開
催

期
間
中
に
前
年
同
期
に
比
較
し
て
増
加
し
た

「本
島
上
陸

客
」
は
七
七
七
四
人
で
、
航
路
別

の
内
訳
は
、
基
隆
-
神
戸
線
三
二

四
五
人
、
基
隆
ー
香
港

線

二

一
=
二
人
、
高
雄
-
上
海
線
九
七
六

バむ
　

人
、
那
覇
-
基
隆
線
八
四
二
人
、
そ
の
他
五
九
四
人

で
あ

っ
た
。
鉄

道
部

の
数
字
で
は

「島
外
各
地
よ
り
発
着
し
た
台
北
駅
取
扱
人
員
」

の
増
加
数
は
二
千
人
程
度
で
、
島
外
か
ら
の
参
観
者
は
さ
ら
に
少
な

く
見
積
ら
れ
て
い
る
。
戦
前
期
に
は
、
内
地

で
の
台
湾
に
対
す
る
関

心
は

一
般
に
大
陸
方
面
に
比
べ
て
低
く
、

こ
れ
は
内
地
か
ら
東

ア
ジ

ア
地
域

へ
の
旅
行
先
の
選
好
に
も
反
映
し
た
。
総
督
府

は
台
湾
博
覧

会
を
利
用
し
て
内
地
や
中
国
大
陸
か
ら
の
旅

行
者
を
増
や
そ
う
と
企

図
し
、
内
地
、
満
州
、
朝
鮮
に
対
し
相
当

の
宣
伝
を
行

っ
た
よ
う
だ

　　
　

が
、
そ
の
効
果
は
あ
ま
り
な
く
関
係
者
を
落

胆
さ
せ
た
。

他
方
、
博
覧
会
開
催
の
翌
年
以
降
も
台
湾
島
内
で
は
鉄
道
に
よ
る

旅
行
は
増
加
し
た
。

一
九
三
六
年
度

に
台
湾

鉄
道
全
線
を
利
用
し
た

乗
客
数
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
九
六
万
四
千

人
増
加
し
て
い
る
。

一

九
三
七
年
四
月
八
日
発
行
の

『台
湾
日
日
新
報
』
に
よ
れ
ば
、
博
覧

会

の
翌
年

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
鉄
道
が
比
較
的
よ
く
利
用
さ
れ

た
理
由
と
し
て
、
第

一
に
農
村
景
気

の
好
況

で
あ
る

こ
と
、
第
二
に

各
地
の
旅
行
ク
ラ
ブ

の
活
動
に
よ
り
、
台
湾
人

の
間
に
旅
行
趣
味
が

普
及
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
増
加
旅
客
を
等
級
別

に
み
る
と
、

一
九
三
五
年
度

に
比

べ

一
等
利
用
客
は
七
六
三
人
減
少

し
、
二
等
利
用
客
は

一
一
八
人
減
少
し
た
だ

け
で
ほ
と
ん
ど
変
化
が

ム
わ
　

な
か

っ
た
。
増
加
分
は
ほ
と
ん
ど
が
三
等
利
用
客

で
、
鉄
道
利
用

の

担

い
手
と
し
て
台
湾
人
大
衆
が
台
頭
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。
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日

植
民
地
台
湾
を
旅
し
た
人
び
と

一
九
三
五
年
四
月
に
実
施
さ
れ
た

「旅
客
系
統
調
査
」
と
、

一
九

三
四
年
七
月
に
行
わ
れ
た

「普
通
団
体
に
対
す
る
内
容
調
査
」
か
ら

植
民
地
後
期
に
お
け
る
旅
行
者
像

の

一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
調
査
は
、
総
督
府
鉄
道
部
が
台
湾
鉄
道
の
乗
客
に
対
し
て

実
施
し
た
調
査
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
旅
客
系
統
調
査
は

「
一
般
乗

客
」
二
六

〇
八
名
が
対
象

で
、
調
査
列
車

は
急
行
四
本
を
含
む

一
七

本
、
調
査

区
間
は

「各
車
共
適
当
な
区
間
」
に
お
い
て
調
査
し
た
と

あ
る
。
普

通
団
体
に
対
す
る
内
容
調
査
は
、
普
通
団
体
客

一
四
四
件

バゆ
　

五

五

四

二

人

を

対

象

と

し

た

調

査

で
あ

る

。

旅

客

系

統

調

査

に

よ

れ

ば

、

調

査

対

象

旅

客

二

六

〇

八

人

の

う

ち

、

「台

湾

人

」

は

一
五

八

八

人

、

六

〇

・
九

%

、

「
日

本

人

」

は

一

〇

二

〇

人

、

三

九

二

%

で

あ

っ
た

(
表

2

)
。

旅

行

目

的

は

、

「商

用

」

三

〇

・
七

%

、

「公

務

」

七

・
四

%

、

「出

稼

ぎ

」

七

・
二

%

、

「視

察

」

六

・
七

%

で
、

こ

れ

ら

を

「業

務

目

的

」

と

し

て
ま

と

め

る

と

五

二

・
○

%

を

占

め

た

。

「遊

覧

」

一
〇

・八

%

と

「参

詣

」

二

・
八

%

を

「観

光

目

的

」

と

し

て
ま

と

め

る

と

=

二
・
六

%

と

な

る

。

こ

の

ほ

か

「
訪

問

」

九

・九

%
、

「家

事

」

九

・
七

%

、

「そ

の
他

」

一
四

・

八

%

で

あ

っ
た
。

旅

客

の
職

業

は
、

「商

人

」

が

三
六

・
六

%

と

最

も

多

く

、

「農

業

」

=

二
・
二

%

、

「
官

吏

」

=

・
七

%

、

「
会

社

員

」

一

一
・
○

%

、

「
職

-G
J

1
O

・
八

%
、

「
学

生

」

五

二

%

、

「
そ

の

他

」

一

一
・七

%

と

い
う

構

成

で

あ

る
。

「業

務

目

的

」

で
鉄

道

を

利

用
す
る
も
の
が
半
数
を
占
め
る
が
、
旅
客
の
職
業
構
成

に
も
そ
れ
は

反
映
さ
れ
て
い
る
。
商
用
を
目
的
と
し
た
商

人
や
会
社
員
と
い
っ
た

利
用
者
像
が
、
鉄
道
利
用
者

の
典
型
と
し
て
浮
か
び
上
が

っ
て
く

る
。
公
務
員
天
国
と
い
わ
れ
た
植
民
地
台
湾

で
あ
る
が
、
旅
行
目
的

に
お
け
る
公
務
、
職
業
に
お
け
る
官
吏
は
、
人
口
比

に
比
べ
て
か
な

り
高

い
。
台
湾

で
は
三
月
の
年
度
末

に
は
、
官
吏

の
出
張
が
多
く
な

ムお
　

り
、

二
等
車

は
官
吏

で
賑
わ

っ
た
と

い
う
。
観
光
目
的
は

=
二
・

六
%
と
業
務
目
的
の
四
分

の

一
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
少
な
い
数

値
と
は
い
え
ず
、
か
な
り
の
旅
客
が
観
光
目
的
で
台
湾
鉄
道
を
利
用

し
て
い
た
と
考
え
て
も
良

い
だ
ろ
う
。

普
通
団
体
に
対
す
る
内
容
調
査
は
団
体
旅
客
に
対
す
る
調
査
で
あ

る

(表
3
)。
調
査
対
象
者
五
五
四
二
人
中
、

「台
湾
人
」
は
三
八
五

〇
人
、
六
九

・五
%
、
「日
本
人
」
は

一
六
九

二
人
、
三
〇

・五
%
で

あ

っ
た
。
個
人
旅
客
に
比

べ
る
と
台
湾
人
の
比
率

が

一
〇
ポ
イ

ン
ト

ほ
ど
高

い
。
普
通
団
体
に
お
け
る
旅
行

の

「用
向
」

で
は
、
「農
事

視
察
」

一
九

・
四
%
、

「出
稼
ぎ
」

一
五

・八

%
、
「商
業
視
察
」
四
・

二
%
、

「品
評
会
、
講
習
会
」
四
・○
%
、

「産
業
視
察
」
二
・五
%
、

こ
れ
ら
を

「業
務
目
的
」
と
す
る
と
四
五

・九

%
で
あ
っ
た
。
「都
市

及
び
遊
覧
地
見
学
」
二
二
・四
%
、

「野
球
試
合
」
八
・八
%
、
「慰
安

会
」
七
・○
%
、
「参
拝
団
」
五
・
一
%
、

こ
れ
ら
を

「観
光
目
的
」

と
す
る
と
四
三
・三
%
、
「
そ
の
他
」
が

一
一
・○

%
で
あ

っ
た
。
団

体
旅
客

で
は
、
業
務
目
的
と
並
ん
で
観
光
目
的
が
鉄
道
を
利
用
す
る

主
要
な
目
的
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
個
人
旅
客
に
比

べ
る
と
、
観
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表2旅 客系統調査

調査対象

日本人 台湾人 合計

人 数

割合(%)

1,020

39.1

1,588

60.9

z,soa

100.0

旅行目的

業 務 目的52.0% 観光 目的13.6% その他34.4%

旅行目的 商用 公務 出稼ぎ 視察 遊覧 参詣 訪問 家事 その他

割合(%) 30.7 7.4 7.2 6.7 10.8 2.8 9.9 9.7 .・

業職

その他

11.7

学 生

5.1

職 人

10.8

会社員

11.0

官 吏

11.7

農 業

13.2

商 人

36.6

 

業職

割合(%)

出所:田 村正 「旅 客誘 致 策 の再 検 討 」 『台 湾 鉄道 』 昭 和10年7月 号 、1935年 、41-44頁 。

光
目
的
が
三
〇
ポ
イ
ン
ト
高

い
。
こ
こ
で
視
察
や
品
評
会

へ
の
参
加

は
業
務
目
的
と
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
団
体

の
場
合
は
観
光
的
な
活
動

を
兼
ね
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
実
質
的
に
は
観
光
目
的

の
団
体
旅
客

比
は
さ
ら
に
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

旅
客

の
職
業
は
、

「農
業
」
三
三
・九
%

「商
人
」
二
二
・八
%
、

「官
吏
」

=
二
・
八
%
、
「苦
力
」

一
一
・○
%
、

「会
社

・
銀
行
員
」

七
・
一
%
、
「職
人
及
び
職
工
」
五
・八
%
、
「
学
生
」

一
・三
%
、
「そ

の
他
」
四
・
三
%
で
あ

っ
た
。
個
人
旅
客

に
比

べ
る
と
農
業

の
比
率

が
高
い
点
に
特
徴
が
あ
る
が
、

一
九
三
〇
年
代

に
は
農
村
地
帯
は
経

済
的
に
活
況
を
呈
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
経
済
状
況
を
背
景
に
農
業

従
事
者

の
旅
行

へ
の
参
加
が
比
較
的
多
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

普
通
団
体

の
男
女
比
は
、
男
性
が
四
六
四
三
人
、
八
三
・八
%
、

女
性
が
八
九
九
人
、

一
六
・
二
%
で
あ

っ
た
。
男
女
比
に
台
湾
人

・

日
本
人

の
別
を
ク

ロ
ス
さ
せ
る
と
、
台
湾
人

男
性
五
九
二

%
、
日

本
人
男
性

二
四
・七
%
、
台
湾
人
女
性

一
〇

・
四
%
、
日
本
人
女
性

五
・九
%
と
な
る
。

一
九
三
六
年
三
月
末

に
お
け
る
台
湾

の
人
口
は

五
三

一
万
六
千
万
人

で
、
そ

の
構
成
は
台
湾

人
四
九
九
万
人
、
九

三
・九
%
、
日
本
人
三
〇
万
人
、
五
・六
%
、
外
国
人
二
万
六
千
人
、

○
・
五
%
で
あ
る
。
人

口
構
成
比
に
対
す
る
鉄
道
利
用
率
は
、
日
本

人
男
性
が
八
・八
倍
、
日
本
人
女
性

二
・
四
倍
、
台
湾
人
男
性

一
・
二

倍
、
台
湾
人
女
性
○
・
二
倍
と
な

っ
て
い
る
。
両
調
査

で
官
吏
の
比

率
が
高

い
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
台
湾
に
お
い
て
よ
り
支
配
的
な
層
が

鉄
道
を
よ
り
頻
繁
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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普通団体に対する内容調査表3

調査対象

日本人 台湾人 合計

人 数 1,692 3,850 5,542

割合(%) 30.5 69.5 100.0

旅行目的

業 務 目的45.9% 観光 目的43.3%

その他
旅行目的 農事

視察
出稼ぎ 商業

視察
品評会・

講習会

産業
視察

都市及び

遊覧地

野球
試合

慰安会 参拝団

割合(%) 19.4 15.8 4.2 4.0 2.5 22.4 8.8 7.0 5.1 11.0

職 業

職 業 農業 商人 官吏 苦力
会社員・

銀行員

職人及び

職工
学生 その他

割 合(%) 33.9 22.8 13.8 II.0 7.1 5.8 1.3 4.3

出所:表2に 同 じ。

日
本
人
は
鉄
道
利
用
に
お
い
て
高
率

で
あ

る
が
、
旅
客
数
の
絶
対

的
な
割
合
は
台
湾
人
が
高

い
。

一
九
三
〇
年

代
に
な
る
と
、
鉄
道
を

利
用
す
る
旅
客

の
伸
び

は
不
況

に
よ

っ
て

い
っ
た
ん
は
低
迷
す

る

が
、
や
が
て
増
加
に
転
じ
、
と
く
に

一
九
三
〇
年
代

の
後
半
に
は
急

激
な
伸
び
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
農
村
を
中
心
と
し
た
好
況
に
、

日
中
戦
争
勃
発
後
は

一
種
の
戦
時
景
気
が
加
わ
り
、
島
内
の
人

の
移

動

が
著

し
く
増
大
し
た
こ
と
な
ど
が
そ

の
背

景
と
し
て
考
え
ら
れ

る
。
台
湾

の
場
合
、
当
然
、
多
数
派

の
台
湾
人
の
鉄
道
利
用
が
増
え

な
け
れ
ば
、
旅
客
全
体
が
押
し
上
げ
ら
れ
る
現
象
は
生
じ
な

い
。
台

湾
人
の
間

で
鉄
道
利
用
が
進
ん
だ
こ
と
は
、
被
支
配
層
で
あ
る
台
湾

人
を
含
む
観
光
の
広
範
な
普
及
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

台
湾
人
が
観
光
の
担

い
手
と
し
て
台
頭
し
て
く
る
と
、
観
光

に
よ

る
旅
客
獲
得
を
目
指
す
鉄
道
部
と
し
て
は
、
台
湾
人
の
観
光
に
対
す

る
志
向
に
配
慮
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
く

な
っ
た
。

一
九
三
八
年

一
月
二
八
日
発
行

の

『
台
湾
日
日
新
報
』
に
は
、
「嬌
祖
詣
で
は
旧

式

新
人
は
神
社
参
拝

恒
例

の
団
体
募
集

に
も
見
事
非
常
時
局
を

反
映
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
直
後
は
、
旅
客

と
り
わ
け
観
光
を
目
的

と
し
た
旅
客

の
減
少
が
著
し
く
、
と
く
に
朝
天
宮

の
婿
祖
廟
参

拝
客

の
大
幅
な
減
少
が
心
配
さ
れ
る
。

鉄
道
部
で
は
そ
の
対
策

と
し
て
、
阿
里
山
観
光
を
て
こ
入
れ
し
、
北
港

・
朝
天
宮
参
拝

に
よ
る
集
客
を

一
層
強
化
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。
鉄
道
部

に

と
っ
て
朝
天
宮
参
拝
は
旅
客
を
確
保
す

る
重
要
な
宗
教
行
事

で
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あ

る
が
、
問
題
は
皇
民
化
政
策
に
抵
触
す
る

こ
と
で
あ

っ
た
。

そ

こ
で
、
鉄
道
部
と
文
教
部
が
協
議
し
、
表
向
き
は
台
南
神
社

参
拝

と
名
乗
り
、
団
体
運
賃
割
引
制
度
を
設
定
す
る

こ
と
忙

な

っ
た
。
(記
事
の

一
部
要
約
)

こ
の
記
事

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
鉄
道
部
が
皇
民
化
政
策
や
日
中

戦
争
に
意
を
払

い
な
が
ら
、
鉄
道

の
利
用
促
進
に
関
し
て
現
実
的
な

対
応
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
台
湾
に
お
け
る
皇
民
化
政
策

は
、
寺

廟
整
理
に
象
徴
さ
れ
る
急
進
的
な
形
を
と
り
な
が
ら
、

一
九

へ
　
　

三
七
年

に
小
林
踏
造
総
督

の
も
と
で
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
鉄
道

部
の
旅

客
獲
得
の
た
め
に
皇
民
化
政
策

は
部
分
的
に
無
力
化
さ
れ
、

本
来
抑

圧

の
対
象
と
な
る
は
ず
の
寺
廟
参
拝
を
逆

に
促
す
よ
う
な
結

果
と
な

っ
た
。
ま
た
、
台
湾
鉄
道

の
旅
客
確
保
に
お
い
て
、
観
光
が

看
過
で
き
な
い
要
素
で
あ

っ
た
こ
と
や
、
観
光

の
担

い
手
と
し
て
台

湾
人
が
軽
視

で
き
な
い
存
在
と
な

っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で

述

べ
て
き
た

一
九
三
〇
年
代
後
半

の
観
光
事
情
を
こ
の
記
事
の
中
で

あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
る
。

そ
れ

で
は
、
台
南
神
社
参
拝
に
対
す
る
特
別
割
引
運
賃
制
度
は
結

局
、
台
湾

各
地

の
台
湾
人
を
旅
行
団
と
し
て
組
織
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
三
八
年
三
月

一
六
日
発
行

の

『台
湾
日
日

新
報
』

に
は

「特
別
列
車
を
仕
立
て
台
南
神
社
に
参
拝
」
と
い
う
続

報
が
あ

る
。

羅
東

郡
台
湾
人
は
、
先
に
宜
蘭
、
蘇
漢
両
郡
で
前
後
し
て
台
南

神
社
参
拝
団
が
組
織
さ
れ
た

こ
と
に
触
発
さ
れ
、
羅
東
駅
を
主

催
者
と
す
る
、
台
南
神
社
参
拝
団
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
応
募

者

が
殺
到
し
四
〇
〇
名
と
な

っ
た
。
三
月
二
一二
日
に
特
別
列
車

で
発
地
駅
長
引
率

の
も
と
台
南
に
向

い
、
台
南
神
社
大
前
で
国

威
宣
揚
並
び
に
皇
軍
武
運
長
久
を
祈
願
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

(記
事

の

一
部
要
約
)

羅
東
、
宜
蘭
、
蘇
漢
は
台
湾
東
北
部

に
位
置
す
る
都
市

で
あ
る

が
、
台
南
か
ら
台
湾
鉄
道

で
結
ば
れ
た
地
域
と
し
て
は
最
も
遠
隔
で

あ
る
。

こ
の
地
域
に
は
す
で
に
羅
東
神
社
と
宜
蘭
神
社
が
あ
る
。
台

南
ま
で
の
ル
ー
ト
上
に
位
置
す
る
台
北
に
は
台
湾
唯

一
の
官
幣
大
社

で
あ
る
台
湾
神
社
が
あ
り
、
台
南
神
社
は
台

湾
神
社
に
次
ぐ
官
幣
中

ム
れ
　

社
と

い
う
格
式

で
あ
る
。

一
月
二
八
日
の
記
事
と
こ
う
し
た
事
情
か

ら

「羅
東
郡
台
湾
人
」
旅
行
団
に
と

っ
て
台
南
神
社
は
第
二
の
目
的

地
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高

い
。

お
わ
り
に

植
民
地
台
湾

の
観
光
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多

い
が
、
本
稿

で

は
、
当
時

の
各
種
統
計
、
資
料
類
を
手
掛
か

り
に
し
て
、
植
民
地
台

湾
に
お
け
る

「近
代
観
光
」
の
形
成
過
程
を
、
鉄
道
、
観
光
地

の
布

置
、
イ

ベ
ン
ト
に
よ
る
集
客
や
旅
行
者

の
実
態
な
ど
の
視
点
か
ら
検

討
し
た
。

日
本
統
治
下
の
台
湾

で
は
、
欧
米
で
発
達
し
た
鉄
道
輸
送
を
中
核

と
し
た
新
し
い
旅
行

シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
近
代
観
光
が
形
成
さ
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れ
た
。
台
湾
に
お
け
る
近
代
観
光

の
成
立
要
件
の

一
つ
は
、
鉄
道
に

よ
る
大
量
高
速
輸
送

の
確
立
で
あ

っ
た
。
総
督
府
鉄
道
部
は
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
に
際
し

て
、
臨
時
列
車
や
割
引
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
観
光
客

に
対

す
る
鉄
道
利
用
の
便
宜
を
図
り
、
鉄

道
利
用
の
増
大
を
促
そ
う
と
し
た
。

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代

に
か
け
て
、
鉄
道
利
用
に
よ
る
観
光
の
普
及
が
確
認
で
き
る
。

「鉄
道
省
遊
覧
券
」
は
台
湾

に
お
い
て
、
内
地
延
長
的
な
観
光
空

間
を
内
地

か
ら
の
旅
行
者
に
提
供
す
る
仕
組

み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
、
台
湾
総
督
府
が
台
湾
在
住
者
を
対
象

に
し
た
観
光
振
興
政
策

が

「交
通
局
遊
覧
券
」

で
あ

っ
た
。

「遊
覧
券
」
に
指
定
さ
れ
た
観

光
地
を
概
観
す
る
と
、
都
市
、
山
岳
景
観
、
海
浜
景
観
、
温
泉
、
森

林
鉄
道
、
先
住
民
文
化
、
宗
教

な
ど
の
資
源
特
性
が
組
み
あ
わ
さ
れ

た
多
様
な
観
光
地
が
台
湾
島
内
外
に
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
植

民
地
台
湾
で
は
近
代
観
光
は
日
本
を
経
由
し
た
の
で
、
欧

米
、
台
湾

、
日
本
の
要
素
が
混
清
し
た
。

宿
泊
施
設
の
集
積
に
注
目
す
る
と
、
景
勝
観
光
地

の
場
合
、
観
光

客
を
必
ず
し
も
大
量
に
は
誘
致
で
き
な
か

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
他

方
主
要
都
市
や
都
市
型

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
相
対
的
に
誘
致
力
が
あ

っ

た
。

「始

政
四
十
周
年
記
念
台
湾
博
覧
会
」
で
は
鉄
道

に
よ

っ
て
五

〇
日
間

に
全
島
か
ら
五
五
万
人
を
動
員
し
て
い
る
。
鉄
道
旅
客
を
対

象
に
し
た
調
査
か
ら
、

一
九
三
〇
年
代

の
台
湾
で
観
光
を
目
的
と
し

た
旅
行

が
団
体
客
を
中
心

に
広
範

に
普
及
し

て
い
た

こ
と
が
分
か

る
。
そ

の
背
景
に
は
、
農
村
を
中
心
と
し
た
好
況
や
台
湾
人
の
台
頭

が
あ

っ
た
。
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
近
代
観
光
は
、
日
本
本
土
か
ら

旅
行
者
を
誘
致
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
植
民
地

の
支
配
体
制
が
安
定

す
る
に
つ
れ
、
現
地

の
人
々
と
く
に

「台
湾
人
」
が
広
汎
に
観
光
に

参
加
す
る
仕
組
み
に
変
わ

っ
て
い
っ
た
。

注〈
1
>

近
代
日
本
に
お
け
る
植
民
地
観
光
の
問
題
を
あ
つ
か
っ
た
い
く

つ
か
の
研
究
が
あ
る
。
有
山
輝
雄

『海
外
旅
行
の
誕
生
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
二
年
は
新
聞
社
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
案
出
さ
れ
た
満
州

韓
国
旅
行
な
ど
を
題
材
に
、
観
光
の
ま
な
ざ
し
の
背
後
に
あ
る
近
代

日
本
の
自
意
識
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
媛

「『楽
土
』
を
走

る
観
光
バ
ス
」
『岩
波
講
座

近
代
日
本
の
文
化
史
』
第
六
巻
、
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
二
年
は

一
九
三
〇
年
代
日
本
の
満
州
観
光
を
題
材
と

し
た
研
究
で
あ
る
。
朝
鮮

・
満
州
、
旅
順
観
光
に
つ
い
て
は
、
荒
山

正
彦

「戦
前
期
に
お
け
る
朝
鮮

・
満
州

へ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
『関
西

学
院
史
学
』
第
二
六
号
、

一
九
九
九
年
、
同

「戦
跡
と
ノ
ス
タ
ル
ジ

ア
の
間
」
『
人
文
論
究
』
第
五
〇
巻
第
四
号
、
二
〇
〇

一
年
が
あ

る
。
植
民
地
台
湾
に
関
し
て
は
、
神
田
孝
治

「日
本
統
治
期
の
台
湾

に
お
け
る
観
光
と
心
象
地
理
」
『東
ア
ジ

ア
研
究
』
第
三
六
号
、
二

〇
〇
三
年
。
松
金
ゆ
う
こ

「植
民
地
台
湾
に
お
け
る
観
光
地
形
成
の

一
要
因
ー

嘉
義
市
振
興
策
と
し
て
の
阿
里
山
観
光
」
『現
代
台
湾

研

究
』

二
二
、

二
〇
〇

一
年

、
曽

山
毅

『植

民

地
台

湾

と
近
代

ツ
ー

リ

ズ

ム
』
青

弓
社

、

二
〇
〇

三
年

な

ど
が

あ

る
。
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〈
2
>

各
線
は
次
の
よ
う
な
経
緯
で
開
発
さ
れ
た
。
台
東
線
は
花
蓮
港

-
玉
里
間
が

一
九

一
七
年
開
通
、
玉
里
-
台
東
間
が

一
九
二
六
年
に

開
通
し
た
。
潮
州
線
は
高
雄
-
屏
東
間
が

一
九

一
七
年
、
屏
東
-
渓

州
間
が

一
九
二
三
年
に
開
通
。
縦
貫
線
の
海
岸
線
部
は
一
九
二
二
年

に
開
通
し

一
部
複
線
化
が
図
ら
れ
た
。
宜
蘭
線
は
八
堵
i
蘇
襖
問
が

一
九
二
四
年
に
開
通
。
台
北
-
淡
水
間
の
淡
水
線
が

一
九
〇

一
年
に

開
通
。
平
渓
線
は
台
陽
鉱
業
が

一
九
二

一
年
に
建
設
し
た
三
　
嶺
ー

蓄
桐
坑
間
路
線
を

一
九
二
九
年
に
総
督
府
が
買
収
し
て
平
渓
線
と
し

た
。
集
集
線
は
台
湾
電
力
が

一
九
二

一
年
に
二
水
ー
外
車
埋
間
に
建

設
し
た
路
線
を

一
九
二
七
年
総
督
府
が
買
収
し
た

(渡
部
慶
之
進

『台
湾
鉄
道
読
本
』
春
秋
社
、

一
九
三
九
年
、

一
二
四
1

=
二
一

頁
)
。

〈
3
>

渡
部
、
前
掲
書
、

一
四
ニ
ー

一
四
七
頁
。

〈4
>

台
湾
総
督
府
鉄
道
部

『台
湾
鉄
道
史
』
上

(日
本
経
済
評
論
社

か
ら

一
九
八
五
年
に
復
刻
)"

1
九
O

1
年
、

一
九
四
-
二

一
四

頁
。

〈
5
>

台
湾
総
督
府

『総
督
府
統
計
書
』
各
年
度
版
。

〈
6
>

台
湾
製
糖

『台
湾
製
糖
株
式
会
社
史
』

一
九
三
九
年
、

一
五
ニ

ー

一
五
三
頁
。
台
湾
総
督
府
交
通
局
鉄
道
部

『台
湾
総
督
府
交
通
局

鉄
道
第
二
十
六
年
報
』

一
九
二
五
年
、

一
九
三
-

一
九
六
頁
。

〈7
>

手
押
軌
道
の
敷
設
は
当
初

「私
設
鉄
道
規
則
」
に
よ
っ
た
が
、

一
九

一
二
年
に
軌
道
建
設
の
諸
手
続
き
を
簡
素
化
し
た
こ
と
が
契
機

と
な

っ
て
、
軌
道
は
急
速
に
発
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
軌
道
を
経

営
す
る
企
業
は

一
般
的
に
鉄
道
と
比
較
す
る
と
零
細
な
企
業
が
多

く
、
台
湾
人
に
よ
る
経
営
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
軌
道
の
総
延
長
が

最
大

と

な
る

一
九

三

一
年

に
は
、
営

業

線

を
運
営

す

る
私
設

鉄
道

九

社

に
対

し
て
軌
道

は
六

六
社

で
あ

っ
た

(台

湾
総

督
府

官
房

『第

三

五
統

計
書

』

一
九

三

三
年

、
五

三
七

-
五

三
九
頁

)
。

〈
8
>

台
湾

総

督

府

交

通

局

鉄

道

部

『
台

湾

総

督

府

交

通

局

鉄

道
年

報

』
各

年
度
版

、

「運
輸

上

の
施

設

」
。

〈
9
>

『
台
湾

日
日
新

報
』

一
九

二

二
年

一
〇
月

二
六

日
。

〈
10
>

『
台
湾

日
日
新

報
』

一
九

二
三
年

一
〇
月

二
九

日
。

〈
H
>

『
台
湾

日
日
新

報
』

一
九

三

四
年

六

月

一
〇
日
。

〈
12

>

前

掲

『
台
湾

総

督

府
交

通

局

鉄
道

年

報

』

各
年

度

版

、

「
運
輸

上

の
施

設
」
。

〈
13

>

台

湾
総
督

府
交

通
局

鉄
道

部

『
昭
和
十

二
年

度
年

報

』

一
九

三

八
年

、

四
九
頁

。

〈
14
>

前
掲

『台

湾
総
督

府

交
通

局

鉄
道

第

二
十
六

年
報

』

三
五

-
三

六
頁

、
台

湾
総
督

府
交

通

局
鉄

道
部

『
台
湾

総
督

府
交

通

局
鉄
道

第

三
十

四
年

報
』

一
九

三
三

年
、

三
六

頁

。

〈
15
>

『
台
湾

日

日
新
報

』

一
九

一
二

年

二
月

四
日
。

〈
16
>

『
台
湾

日

日
新
報

』

一
九

三
三
年

一
二
月

二
七

日
。

〈
17
>

『
台
湾

日
日
新

報

』

一
九

三
三
年

七

月
五

日
。

〈
18
>

柴

山
義

雄

「観

光

事

業

鉄

道

部

主

管

の
誘

引

」

台

湾

鉄

道

会

『
台

湾
鉄

道

』
昭

和

一
二
年

八

月
号

、

一
九

三
七
年

、

一
七

-

二

一

頁
、

三
十
島

祝

「台

湾

に
於

け

る
観
光

機

関

の
全
貌

」
台

湾
鉄

道
会

『
台

湾
鉄

道
』

昭

和

一
二
年

六

月
号

、

一
九

三

七
年

、

二
五

-

二
六

頁

。

〈
19
>

日
本
交
通

公
社

『
日
本

交
通

公
社

五
十

年
史

』

一
九

六

二
年
、

二
〇
、

一
〇

四
頁
、

年
表

二
三
頁

。
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〈
20
>

日
本
旅
行
協
会

『旅
は
ク
ー
ポ
ン
』

一
九
三
五
年
、
八
、
三
〇

八
頁
。

〈
21
>

台
湾
総
督
府
交
通
局
鉄
道
部

『台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
』

一
九
三

二
年
、
三
三
二
頁
。

〈22
>

台
湾
総
督
府
交
通
局
鉄
道
部
内
日
本
旅
行
協
会
台
湾
支
部

『台

湾
鉄
道
旅
行
案
内
』

一
九
三
五
年
、
巻
末

一
六
頁
。

〈23
>

台
湾
総
督
府
交
通
局
鉄
道
部

『台
湾
総
督
府
交
通
局
鉄
道
第
三

十
六
年
報
』

一
九
三
五
年
、
三
八
頁
。

〈24
>

同
右
、
二
頁
。

〈25
>

前
掲

『日
本
交
通
公
社
五
十
年
史
』
年
表
三
八
頁
。

〈26
>

台
湾
総
督
府
交
通
局
鉄
道
部

『昭
和
十

一
年
度
年
報
』

一
九
三

七
年
、
四
七
頁
。

〈27
>

台
湾
総
督
府
交
通
局
鉄
道
部

『台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
』

一
九
三

八
年
、

一
七
ー

一
八
頁
。

〈28
>

同
右
、

一
七
頁
。

〈29
>

前
掲

『日
本
交
通
公
社
五
十
年
史
』
年
表
四
六
、
五
二
頁
。

〈30
>

東
亜
旅
行
社
台
湾
支
部

『台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
』

一
九
四
二

年
。

〈
31
>

牧
山
生

「台
湾

の
温
泉
」
『
台
湾
時
報
』
昭
和

一
四
年
二
月

号
、

一
九
三
九
年
、

一
〇
四
頁
。

〈
32
>

一
九
三
〇
年
代
中
頃
の
阿
里
山
に
は
宿
泊
施
設
が
二
軒
あ
り
、

当
時
の
登
山
客
数
、
森
林
鉄
道
の
利
用
状
況
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と

宿
泊
者
は
最
大
で
も
年
間

一
万
人
程
度
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

〈33
>

『台
湾
日
日
新
報
』

一
九
三
八
年

一
月
二
八
日
。

〈34
>

青
木
栄

一

「観
光
開
発
と
鉄
道
」
『日
本
の
鉄
道
』
日
本
経
済

評

論
社

、

一
九
八
六

年

、

二
〇
九

⊥

=

五
頁
。

〈
35
>

始

政

四
十

周
年

記
念

台

湾
博

覧
会

編

『
始
政

四
十

周
年

記
念

台

湾

博
覧

会
誌

』
始
政

四
十
周

年
記

念
台

湾
博

覧
会

、

一
九

三
九
年

、

五

六

一
頁
。

〈
36

>

会

場

は
台
北
市

を

中
心

に
、

三
線

道

路

一
帯

、
台

北

公
園

、
草

山

、
大

稲
埋

の
四
か
所

に
配

置

さ
れ

た
。

四
会

場
以
外

に
、
基
隆

、

板

橋
、

新
竹

、
台
中

、

嘉
義

、

阿
里

山
、

台
南

、
高

雄
、
台

東

、
花

蓮

港

に
小
規

模

な
地
方

施
設

が
開

設

さ

れ

て
い
る
。
会

場

は
初

期

の

計

画

で

は
、

市
内

の
二
会

場
と
草

山
会

場

で
あ

っ
た

が
、

一
九

三
五

年

二
月
末

に
、
享

顕
栄

ら

一
六
名

の
台
湾

人

の
運
動

の
結

果
、

大
稲

埋

に
南

方
館

を
建

設

す

る

こ
と

が
決

定

し
た

(前
掲

『
始

政

四
十

周

年

記

念

台
湾

博
覧

会

誌

』

七
〇

1
七
五

頁

。

『台

湾

日

日
新

報

』

一

九

三

五
年

二
月

二
七

日
)
。

〈
37
>

鉄
道

部

運

輸

課

旅

客

係

「博

覧

会

観

覧

者

の
鉄

道

輸

送

に
就

て
」

『
台

湾
鉄

道

』

昭
和

二

年

四

月
号

、

一
九

三
六

年

、

=

ニ
ー

一
四
頁
。

〈
38
>

前
掲

『
始

政

四
十

周

年
記

念
台

湾
博

覧

会
誌

』
五

八
五

ー
五

八

七
、

八
〇

九
、

八

=

二
頁

。

〈
39
>

同
右

、
五

八
七

頁
。

〈
40
>

同
右

、
八

〇
九

頁
。

〈
41
>

同
右

、
六

〇

ニ

ー
六

〇

四
頁

。

〈
42
>

同
右

、
八

一
二
頁
。

〈
43
>

前
掲

、

『
昭
和

十

一
年
度

年

報
』

三
六

頁
。

〈
44
>

田

村
正

「旅

客

誘

致

策

の
再

検

討

」

『
台
湾

鉄

道
』

昭

和

一
〇

年
七

月

号
、

一
九

三
五

年
、

四

三

-
四

四
頁
。
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〈
45
>

豊
島
舜
吉

「台
湾
の
二
月
三
月
ご
ろ
」
『台
湾
鉄
道
』
昭
和

一

一
年
二
月
号
、

一
九
三
六
年
、
七

一
頁
。

〈
46
>

寺
廟
は

『総
督
府
統
計
書
』
に
よ
れ
ば
全
島
で
一
九
三
八
年
に

は
三
四
七

一
を
数
え
た
。
寺
廟
は
台
湾
民
衆
の
生
活
に
深
く
根
ざ
し

て
い
る
の
で
、
寺
廟
整
理
に
対
す
る
反
感
は
強
く
、
容
易
に
は
進
ま

な
か

っ
た

(
一
九
四
〇
年
三
四
〇
八
、

一
九
四
二
年
三
三
九
四
)。

一
九
四

一
年
に
総
督
が
交
代
す
る
と
、
反
日
感
情
と
そ
れ
に
起
因
す

る
戦
時
体
制

へ
の
非
協
力
を
危
惧
し
た
総
督
府
は
、
寺
廟
整
理
や
祭

祀
の
禁
止
を
中
止
し
た

(横
森
久
美

「台
湾
に
お
け
る
神
社
」
『台

湾
近
現
代
史
研
究
』
第
四
号
、

一
九
八
二
年
、
二
〇
ニ
ー
二
〇
六

頁
)
。

〈47
>

横
森
、
前
掲
論
文
、

一
八
八
頁
。

一
九
四
五
年
ま
で
に
台
湾
で

建
て
ら
れ
た
神
社
は
六
八
社
に
上
る
。
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